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24 自然環境の保全と保護

環境課 0285-83-8241

農政課、建設課、都市計画課、区画整理課、長田区画整理指導室、生涯学習課

１）市内の自然環境 ・平地林 ・動植物　２）市民・事業所

17 18 19 20 21 22 23 26

市域面積 ha 16,721 16,721 16,721 16,721 16,721

山林面積 ha 1,526 1,511 1,501 1,500 1,519

１）自然環境の保護・保全を図る
２）自然環境保全の意識を高めてもらう。具体的な行動を実践してもらう。

山林面積は、真岡市統計書地目別土地面積（固定資産税課税台帳からの調べ）による。なお
、平成２６年度は、第１０次市勢発展長期計画による。
「環境保全活動に関心のある市民」及び「具体的な行動を実践している市民」の割合は、市
民意向調査により把握。

17 18 19 20 21 22 23
26

山林の減少面積(H20年度
比)

ha 0 -15 -25 -26 -7

環境保全活動に関心のあ
る市民

％ 45.5 47.8 48.8 45.9 65.0

具体的な行動を実践して
いる市民

％ 3.2 5.7 4.8 3.1 15.0

・市民は､日常生活が環境に影響を与えていることを理解し、積極的に環境保全活動に参加
する。
・事業者は､環境に与える事業活動の影響を認識し､環境への配慮に最大限の努力を払う。
・滞在者は､本市の自然環境や生活環境に配慮し､環境への負荷の低減や環境保全に努める。
・行政は、市民、事業者及び滞在者に対して､環境情報の提供や環境にやさしい生活･活動の
助言･支援を行う。



    年度の
評価結果

1. 施策の成果水準とその背景（近隣他市や以前との比較、特徴、その要因と考えられること）
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（1）施策成果の時系列比較（過去３年間の比較）
　・山林の面積は、Ｈ20年度より２６ｈａ減少している。（減少率：1.7％）  
　・根本山観察センター及び鬼怒水辺観察センターの利用者数は、市内の小学校や園児は、
ほぼ一定であったが、
　 H23年度は震災の影響による桜祭りの中止や放射能による風評被害により利用者が減少
した。
　（年間利用者）　根本山　　H21：11,914人、H22：11,094人、H23：8,246人　
　　　　　　　　　鬼怒水辺　H21：4,348人、 H22：3,834人、 H23：2,662人
　・環境ボランティア団体「環境パートナーシップ会議」への参加状況
　　登録会員数　H21：109人、H22：114人、H23：115人、　活動延参加者　H21：772人
、H22：714人、H23：766人

（2）近隣他市との比較
　根本山自然観察センターは、国のいきものふれあいの里補助事業により、栃木県内で唯
一整備した野外活動施設と展示施設の両方を備えた数少ない施設である。
　鬼怒水辺観察センターは、希少動植物が生息する数少ない水辺緑地であり、これらの
保全と環境学習の場としての施設であり県内に類がない。

（3）住民期待水準との比較
　市民意向調査によると、環境保全活動に関心のある市民の割合は、45.9％であるのに
対し、具体的な行動を実践している市民の割合は3.1％と大変低い状況であり、まだまだ
定着化は図られていない。



    年度の
評価結果

2. 施策の成果実績に対してのこれまでの主な取り組み（事務事業）の総括
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・根本山自然観察センター、鬼怒水辺観察センター等でんど、環境講座や体験学習会など
を継続的に開催している。
　根本山の下草刈や病気枝の剪定など適正に管理しながら、一方で学校等の利用約70団
体のほか、随時参加の自然体験教室や生き物調査、野鳥クラフト体験など、多くの利用者に
対し、自然環境の保全の意識高揚を図っている。（年間利用者：8,246人）

・鬼怒水辺観察センターでは、池の灌水・水抜き・浚渫や周辺の草刈などを行い、希少
生物であるオオバンやマダラヤンマ、　オオキトンボなどが飛来しやすいよう自然環境
の保全を行っている。（年間利用者：2,662人）

・希少動植物（オオタカ・ミヤコタナゴ・シモツケコウホネ・ナガレコウホネ・ナガ
バノイシモチソウなど）についても、周辺環境の保全や確認調査等を行い、保護に努め
ている。

・もおか環境パートナーシップ会議（平成１８年設立）において、大久保川を中心と
した活動が定着してきた。
　専門部会に、大久保部会、環境学習部会、環境フェア部会、エコレポーター部会、
広報部会があり、活動している。
　市民ボランティア（登録115名）、企業ボランティア（15団体）と、市との協働により
、自然ふれあい園”大久保”の自然再生活動のほか、遊歩道づくり、ふれあいまつりの
定例的な開催や、市民対象のエコ学習、環境展、マイバッグ調査、会報誌発行などを実施
した。

・市主催で、年間を通しての環境学習会の指導者養成の講座を開催した。（６回開催、延
べ62名参加）

・平成20年度から県の法定外目的税を利用した「とちぎの元気な森づくり事業」を開始
、里山林づくりに取り組んでいる。
　大久保地区、高田山専修寺、長田地区、東大島磯山、伊勢崎地区、古山地区の６地区で実
施した。



    年度の
評価結果

3. 施策の課題認識と改革改善の方向
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・環境保全に興味のある方や実践したい参加者を増やすために、もおか環境パートナーシ
ップ会議等の活動内容を広く市民へ周知する。
・根本山自然観察センターや鬼怒水辺観察センターの利用者の増加を図り、自然を保護する
大切さを知ってもらうための周知に努める。
・「とちぎの元気な森づくり事業」の継続的な取り組みを実施していく。（当面平成29年
度まで）
・地球温暖化対策の一環として、自然保護活動の大切さや実践することなど、広く市民の
理解が得られるよう努めていく。
・「真岡市の動植物」を平成５年に発刊し20年が経過したため、現在の動植物の実態と
、旧二宮地区を含めた調査を今年度から実施し、４年後の完成を目指している。



■ 補足事項


